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「平成 15年度中国 0四国ブロック

青少年育成アドバイザー連合会総会J

に出席して

高橋 譲

期日  平成 15年 6月 7日 (土 )

場所  香川県善通寺市総合会館

初夏の風薫る晴天の日に、弘法大師の誕生地の善

通寺市において開催されました。来賓に、香川県企

画部から青少年課長さんと企画員 (学校関係)さ ん

をお迎えして、例年と同様に事業収支について協議

されました。また研究集会は、本年度徳島で、来年

度島根で、そして次は香り||で開催されます。

総会終了後、香川県青少年育成アドバイザー協議

会設立 10周年記念講演を、中国・四国のア ドバイザ

ーも一緒に拝聴しました。

演題は「現代若者考」、講師は神戸大学医学部解剖

学講座教授の三木明徳先生でした。医学の立場から

見た戦後の若者についての視点には、興味ある内容

が含まれていたように思います。

実は三木先生は、善通寺市在住の青少年育成アド

バイザーである久利和子さんの弟さんで、香り|1県ア

ドバイザー会の 10周年記念の講演をボランティア

で頼まれたそうで、姉に「資金がないから」と言わ

れて勉強して来ましたと笑つていらつしゃいました。

ちなみに、久利さんのご主人も分野は違いますが、

東大出身の事業家だそうです。

6月 7日 は朝 9時に善通寺市に行き、午前中「第

10回記念香り|1県青少年育成ア ドバイザー協議会総

会」に来賓として出席し、午後の「中国 。四国アド

バイザー連合会総会」に臨みました。また、昼食を

はさんで各県会長さんと情報交換をし、大変有意義

な一日でした。

「平成 15年度全日本青少年育成アドバイザー

連合会総会・会長研修会」に出席して

高橋 譲

期日 平成 15年 6月 14日 (土 )

場所 国立青少年総合センター

小雨に煙る代々木で、37加入都道府県から39名

の会長 。役員が出席して開催されました。中国 。四

国からは、鳥取・島根 ,広島・山口・徳島 (高知は

未力日入)の 5県各 1名 の出席でした。

来賓に国民会議上村文三副会長と笠井浩幸事務局

をお迎えして、和やかな雰囲気の中で議事が進めら

れました。議事の始めに、宮城県会長佐々木君雄さ

んが、アドバイザーヘの思いを美しい音色で語られ、

参加者の思いが一つに高まり、純真な青少年育成ヘ

の取り組みの絆を、あらためて確かめ合 うことがで

きました。総会の最後には、沖縄県会長官良祐成さ

んの、これもまた感動あふれる詩を披露されて心が

熱くなりました。

総会終了後、会長研修会が同会場で行われました。

大久保浩之九州・沖縄プロック会長 (佐賀県会長)

を進行役に、助言を国民会議上村・笠井両氏にお願

いし、「アドバイザァの組織をどう活性化するか」に

ついて、各県の状況が真貪1に話し合われました。

また、国民会議から各県民会議に示された「指導

者養成のあり方」についても、上村副会長・湊事務

局長から詳しく説明を受けました。

そして、静岡県アドバイザー情報誌 「さざなみ」

が紹介され、8頁 という立派さに大変驚き、静岡県

会長さんの話を聞いて、活動内容の素晴らしさにま

たびつくりしました。

途中から、通信教育のチューターの一人である柿

本勇先生も飛び入りで参加され、充実した会長研修

会になりました。



揺れ動く子どもたちから学ぶ

新川裕二

「カッチ、カッチ、カッチJ

丸い振 り子が右に左に揺れている柱時計。

小さい頃、古ぼけたぜんまい仕掛けの時計がすす

けた柱に取 り付けられ、時を刻んでいた。時計盤の

下に丸い振 り子が行つたり来たりしているのを、じ

っと眺めていたそんな子ども時代があつたような気

がする。

さて、小学校の子どもたちと接 しながら、子ども

たちは揺れながら生きているということに気づく。

毎 日のことでは、朝元気よく「おはようございま

す」と挨拶の出来る日があれば、じつと下を見なが

ら、とんぼりとんぼりと歩いて来る時もある。そし

て、友達との関係で、正義感強く指摘する場面があ

れば、友達と一緒になっていじめに加わってしまう

そんな場面もある。

天気に、晴れの日があれば雨の日もあるように、

子どもたちにも良い時と悪い時がある。さらに、思

春期になるとますます自分探 しに向けて、自分では

どうしようもない中で動いている自分がいることも

ある。

この揺れの原因は、発達段階のもの、友達や周囲

の大人との関係のもの、そして最も多くの時間を過

ごしている家庭のものなど、子ども一人一人違つて

いる。

揺れ動く子どもたちと出会つた時、マイナスの言

動に対して、きちんとより良い方向を指し示してや

ることが大切だろう。その形は、叱ることであつた

り、話を聴いてやることであったりする。プラスの

言動に対しては、きちんと評価 してやることも必要

だろう。

そして、何よりも大切なことは、どんな子どもも

「見捨てないJ、 言い換えれば「愛」を持つて、子ど

もが一人前の大人になるのを手助けするために関つ

ていくということである。 (溺愛ではなく)

子どもたちの揺れは、自立に向けての大きなステ

ップであると考え、広い視野で関つていくことが大

切だと思う。

子どもたちに「生きるつて素晴らしい」「人間つて

いいな」「あんな大人になりたい」、そんな夢や展望

の開ける社会を示してやれるのが、私たち大人の役

割ではないだろうか。

ア ドバイザーの皆さんの地道な取り組みとチーム

ー九となった取り組みが、昨年の中・四国大会を成

功させたと思 う。これからも、力を合わせて鳥取の

子どもたちを、優 しさとたくましさを併せ持つ夢を

持つた子どもにしていきたいものだ。

皆さんとお会いして、今年度の活動について

語 り合 うのを楽しみにしています。

*「平成 15年度青少年育成活動推進協議会J

日時

会場

日時

会場

平成 15年 8月 3日 (日 )16時 ～

浜村温泉「丸福」

平成 15年 9月 4日 (木)10時 ～

県立倉吉未来中心

<お知 らせ >

*「平成 15年度鳥取県青少年育成

アドバイザー協議会総会J

鳥取県青少年育成ア ドバイザー協議会より、

藤井久美・芳村恵子が実践発表をさせて頂くこ

とになりました:ど うか応援を宜しくお願いい

たします。

編集後記

つい最近までみずみずしく咲いていた紫陽花が

色褪せてしまいました。それと同時にサルスベ リ

のかわいいピンク色が一段 と濃くなって、あの暑

い暑い夏の到来を感じるようになりました。

それにしても、この頃中学生にまつわる悲しい

ニュースが続いています。心身共にエネルギーを

補充 して、また 1年青少年育成のために頑張りま

しょう。


